
ある年代以上の松江市民にはソウルフードとも言える松江カツライス。
現在、その数は年々減少傾向にあるが、その一方で20店舗を超える
店がカツライスを提供している。本紙の使命として、カツライスがやがてこの地域から姿を消してしまわ
ないよう、しっかりと松江カツライスの魅力を伝えていきたい。カツライスと聞いて、懐かしいと思った方、
久しぶりに足を伸ばし食していただきたい。そしてはじめて知った方、古くて新しいこのソウルフードを
是非、口いっぱいに頬張っていただきたい。あなたのその一皿が未来の松江のソウルフードを応援します。

県民にとっての「当たり前」、でも他県民に

とっては「何それ？」ってありますよね。某番組

でもそんなコーナーがありますが、島根県

東部の40代より上の方にとって、カツライス

はそんな存在なのです。ワンプレートでライス

の上にカツが乗りそこにデミグラスの様な

洋風ソースがかかる「カツライス」。一見カツ

カレーのようにも見えますがソースとカツと

ご飯が三位一体となって織りなす至福の一皿。古き良き時代の松江では、何かちょっと

した祝い事があった時に連れて行ってもらった特別な一皿。そんなカツライスも、長年それが

独自の文化である事を知られること無く、埋もれていました。また、古くから個人で営まれる

店が高齢化や老朽化で消えゆく中、昔ながらのカツライスを提供する店は減少の一途

を辿っていました。松江カツライス研究会ではそんなカツライスを食文化としてとして

掘り起こし広く認知を広めるとともに次の世代に継承していくための活動をしています。
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